
シームレス情報環境を実現するモバイルコンピューティング

モバイルコンピューティングの課題とそれを解決する製品群(3)

WindowsCE搭載日立ハンドヘルドPC``pERSONA''
HitachiHand-Held PC for Windows CE
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ハンドヘルドPC``pERSONA(ペルソナ)''の使用例
日立ハンドヘルドPC(PersonalComputer)"pERSONA''は,米国マイクロソフト社の新OS(OperatingSystem)"windowsCE2.0”を搭載し,｢速

い+,｢見やすい+,｢打ちやすい+を基本コンセプトに,メールなどのデータ通信を手軽に行える｢通信機能+を強化した情報携帯端末である｡

情報の携帯や外部からのアクセスを行うモバイルユー

スの携帯型情報端末の市場は,大きな伸びが予想される｡

特にパソコンと連携させた個人の住所録やスケジュール

管理などの用途のほか,企業活動の中で重要なコミュニ

ケーション手段として使われているメールの端末とし

て,あるいは渉外や営業支援システムとして,例えば｢業

務報告システム+のような業務端末などへの適用が求め

られている｡

このような端末には,Windows削)パソコンとの高い親和

性と,インターネットやイントラネットとの簡便な接続が要

求されていることから,日立製作所は,米国マイクロソフト

社の新OS(Operating System)であるWindows CE2.0

日本語版を搭載したハンドヘルドPC(PersonalCom-

puter)``pERSONA(ペルソナ)”を製品化した｡この製

品では,高速CPU(CentralProcessingUnit)(100MHz)

と標準16Mバイトの大容量メモリ,8.1型の大型カラー

ディスプレイ,本格キーボードの採用により,｢速い+,｢見

やすい+,｢打ちやすい+を実現した｡さらに,33.6kビッ

ト/sの高速モデムやディジタル携帯電話,PHS(Per-

SOnalHandyphoneSystem)とのデータ通信インタフェ

ースを標準装備し,電子メールなどのデータ通信を手軽

にすばやく行う快適な操作性と通信環境を提供している｡

※1)windowsは,米国およびその他の回における米国MicrosoftCorp.の鷲録商標である｡
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はじめに

出弓長や打ち合わせなど外出の多い｢モバイルプロフェ

ッショナル+と呼ばれるビジネスマンは,これまでもノ

ートパソコンやPDA(PersonalDigitalAssistant)など

各種の携帯情報端末を使い始めている｡このような動向

を見据え,電子化された情報をオフィス内外でよりシー

ムレスに活用でき,携帯性に優れたハンドヘルドPC

"PERSONA(ペルソナ)HPW-200JC''を開発した｡

PERSONAHPW,200JCは,米国マイクロソフト社の

WindowsCEをその基本ソフトウェアとしており,Win-

dows9Ⅹ/NTPCと操作性,データ互換性の非常に高い

携帯情報端末である｡オフィス外のどこにいても,オフ

ィスと同等の環境を提供する｡標準搭載ソフトウェアに

より,スケジュールや住所録などの個人情報管理機能は

もちろんのこと,通信機能によってメールやインターネ

ットへのアクセスなどが可能であり,外出先からオフィ

スとの情報交換,報告,さらに,必要な情報を取得する

ことができる｡

また,VisualBasicforWindowsCE泊2)といった開発

ツール類も整備されており,各種アプリケーション開発

で,社内外の全世界にまたがる開発資源を有効に活用で

きる｡すでに,数百社に及ぶISV(IndependentSoftware

Vendor)やIHV(Independent Hardware Vendor)がそ

の開発に名のりをあげている｡

ここでは,このたび開発した｢日立ハンドヘルドPC

"PERSONA''+のコンセプトと概要,およびその活用事

例について述べる｡

PERSONAのコンセプト

2.lハンドヘルドPCを取り巻く環境

急速なパソコンの普及と通信インフラストラクチャー

の進展により,オフィスを中心として高度な情事馴ヒが進

んでおり,情報の携帯や外部からのアクセスを行うモバ

イルユースの携帯情報端末の市場は大きな伸びが期待さ

れている(図1参照)｡一方,携帯情報端末に対しては,

Windowsベースのパソコンとの高い親和性と,インター

ネットやイントラネットとの簡便な接続性が要求されて

いる｡

※2) VisualBasicは,米国およびその他の国における米匡I

MicrosoftCorp.の登録商標である｡
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暫帯雷喜

プァ

2,800万台

700万台

3,500万台稼動

シミリ

1,000万世帯普及

モバイルツール

いつでも,どこでも
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(日立製作所の予測)
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パソコン通信･インターネット
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*Nl打Y-SeⅣeは,ニフティ株式会社が主催する/りコン通信の名称である｡

図l情報機器の普及状況(1997年国内)
パソコンや通信インフラストラクチャーの普及でオフィスを中

′いこ情幸馴ヒが進んでおり,携帯情報端末市場の伸びが期待される｡

このようなニーズに対応するため,米国マイクロソフ

ト社はハードウェアベンダとパートナーシップを組み,

Windows95と親和性の高いオープンプラットフォーム

のOS(Operating System)としてWindows CEを提唱

し,パソコンのコンパニオンという位置づけでハンドヘ

ルドパソコン(以下,H/PCと略す｡)の製品化を進めた｡

日立製作所は,このWindowsCE搭載の携帯情報端末H/

PCが以下のような利点を持つため,携帯情報端末の主流

になるものと考え,商品化を進めた:(1)Windowsベー

スのパソコンのユーザーは,取扱説明書なしで直ちに使

用できる,(2)ばく大なWindows開発資源を活用できる,

(3)OSやAP(Application)がROM(Read-OnlyMemory)

化されるので高信頼性であるとともに,電源投入ですぐ

に使用できる,(4)低消費電力のため,長時間電池駆動が

できる,(5)ハードディスクが不要で,携帯に便利なコン

パクトな形状にできる,(6)通信機能が強化できる｡

H/PCは,Windowsファミリーの中でも低価格,かつ

機能を特化したモバイル用途のための機器で,Windows

ベースのパソコンの生産性を,どこでも,いつでも利用

できることを目的とした簡便なツールである(図2参

月別｡通信機能とシンクロナイズ機能で,オフィスや家庭

のWindowsベースのパソコンにアクセスすることによ

り,H/PCのデータとオフィスや家庭のWindowsベース

のパソコンとのデータの同期をとることができ,常に両

方の情報を同一に保つことができる｡

H/PCでは,1996年11月に米国で開催されたコンビュ
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注:*WindowsNTは,米国およぴその他の国における米国

MicrosoftCorp.の登毒泉南標である｡

図2 モバイル端末としてのPERSONAの位置づけ

PERSONAはWindowsファミリーの一つで,モバイル用途に機能を

特化した低価格な情報機器である｡

一夕関係製品の展示会"COMDEX/FALL''で,日立製

作所を含めた7社から,第1仲代のWindowsCEを搭載

した英語版が発表された｡さらに,この第1世代のWin-

dows CEの日本語版が1997年6月に国内2社から発表

された｡

第1世代のH/PCは,全世界で数十万台が販売された

と言われている｡R立製作所は,第1牡代H/PCの日本語

版は時期尚早と考え,第2世代からの商品化を進めた｡

2.2`やERSONA”のコンセプト

H/PCは,電子化データの扱いに慣れた人が購入対象

者である｡すなわち,パソコンユーザーが対象となる｡

現在までのところ,約70%のパソコンがビジネス用途に

使用され,コンシューマ用途は約30%である｡H/PCもパ

ソコンと類似の傾向にあると予想され,ビジネス用途の

APをいかにそろえるかがH/PC普及の一つの大きな課

題である｡事実,第1世代のH/PCは,約4分の3がビジ

ネス用途で使用されていると言われている｡

H/PCをさらに普及させるためには,何をポイントに

すればよいかとの命題の下,第1世代のIi/PCを実際に

購入したユーザーと,使いたいが購入までに至らなかっ

たユーザーを対象に,主な用途と改良すべき内容を調査

した｡

その結果,(1)スケジュール管理,(2)住所錬,電話帳管

理,(3)文書作成,(4)作表･計算,(5)メールが主な用途で

あった｡

また,(1)処理速度をさらに速くする,(2)メモリ容量は

もっと多いほうが良い,(3)表示がもっと見やすいほうが

良い,(4)人力をしやすく してほしい,(5)電池寿命時間が

長いほうが良いが改良すべき主な項臼であった｡

そこで,高速CPU(CentralProcessing Unit)(100

MHz)と標準16Mバイトの大容量メモリ,8.1型の大型

カラーディスプレイ,および16.5mmピッチの本格キー

ボードを採用することにより,｢速い+,｢見やすい+,｢打

ちやすい+を基本コンセプトとして,H/PCを開発するこ

ととした｡

さらに,用途では大目1企業の約70%で電子メールが使

用されており,ビジネスに電子メールが不可欠なものと

なってきていることから,｢メール端末+を主たる用途と

考えた｡また,インターネットやイントラネットが普及

しつつあることから,｢通信機能+にも重点を置いた｡

PERSONAの概要

H/PC"PERSONAHPW-200JC”の概要について以

下に述べる｡主な仕様を表1に示す｡

｢速い+については,第11世代のH/PCのCPUが30

MHzであることから,100MHzの採用によって3倍以

上の高速化を凶った｡また,電源オフの状態でも,使い

たいA工)やPIM(PersonalInformationManagement)ソ

フトウェアが即座に起動できる｢クイック スタート キ

ー+の採用により,｢気になるデータを今すぐ見たい｡+,

｢スケジュールをすばやく確認したい｡+というモバイル

ニーズにもこたえた｡クイック スタート キーは10個あ

り,そのうち2個はユーザーが定義できる｡

｢見やすい+については,第1世代のIi/PCの画面に対

して,面積比で約1.6倍の8.1型のバックライト付き大型

カラーディスプレイを採用した｡

｢打ちやすい+については,気楽にタッチタイピングが

可能なキーピッチを訴求し,16.5mm(英語版は17mm)

ピッチで,かつ,子になじむ2.5mmストローク長とし,

操作感の改善を図った｡

｢メール端末+を主体とした｢通信機能+では,33.6k

ビット/sの高速モデムを内蔵するとともに,ディジタル

携帯電話,PHSデータ通信インタフェースを標準装備

し,ケーブルだけで電話凹線やディジタル携帯電話,

PHSとの接続を手軽に行うことができる｡電子メールの

ほか,Lotus削)のcc:Mail削)や,日立製作所の統合型グル

ープウエア"Groupmax”の電子メールも利用できる｢マ

ルチ通信インタフェース+を備え,データ通信を丁軽に

すばやく行うことができるようにした｡

また,高容量･高性能のリチウムイオンバッテリを採
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表1 PERSONAHPW-200JCの主な仕様

｢速い+,｢見やすい+,｢打ちやすい+を基本コンセプトとするPERSONAの主な仕様を示す｡

ノヽ

】
ド

ウ
エ

ア

C P U 32ビットRISCマイコンSuperHR】SCengineファミリーSH-3(川OMHz)

メインメモリ ROM:24Mバイト(ROM交換アップグレード可能).RAM標準:16Mバイト(最大:32Mバイト)

外 部 記 憶 フラッシュ メモリ カード(PCカード).コンパクト フラッシュ メモリ カード(同時使用可)
ディスプレイ タッチスクリ¶ン付き8.1型DSTNカラー液晶〔640×240ドット(26万色中256色)〕

カードスロット PCカード スロット タイプ】lXl.コンパクト フラッシュ カード スロット×l

インタフェース シリアル×i,赤外線インタフェース×l,CRTディスプレイ×=シリアル兼用.26万色中256色),マイクロホン×l
ディジタル携帯電話･PHSインタフェース×l

内蔵モ デム ソフトウェアモデム(データ:33.6kビット/s.ファクシミリ:川.4kピット/s)
入 力 方 法 キーボード〔アプリケーション自動立ち上げキー付き個定8個,ユーザー設定2個)〕,タッチペン

外 形 寸 法 幅253×奥行き131×高さ32(mm)

質 量 約828g

消 費 電 力 lDW

電 )原 ACアダプタ,リチウムイオンバッテリ(使用可能時間:約8h)

L A N uNカード経由:Etherr肥t暮

印 刷 赤外線インタフェース経由

ソ

フ

卜

ウ

エ

ア

O S WlndowsCEV2.8

アプリケ【ションソフトウェア

オフィス用ソフトウエア
MicrosoftPocketWord(MicrosoftWordforWin95サブセット),Micro50ftPocketExcel(MIcroso什Excelfor州n95サブセット)

MjcrosoftPocketPowerPoint(ビューア機能だけ,VGAモニタ出力可)

P【M用ソフトウェア PocketOutし00k(カレンダー,アドレス帳.タスク),Mjcrosofモボイスレコ一夕1手書きメモ

通信用ソフトウェア Pocketlnte｢netExp】0｢er.受信トレー,NIFTY-Serveオートパイロット,CC=Mail,ファクシミリ送受信ほか

ア ク セ サ リ
ー

電卓,世界時計.ゲーム.辞典

ユ ー

テ ィ リ テ ィ PCスクリーンキャプチャ,P】Mデータのシンクロナイズ機弘Word,Excelファイルビューア.データバックアップ･リストア

パソコン連携ソフトウェア(パソコンにインストール) Wi=dowsCEService2.0(PIMデータのシンクロ機能,データバックアップ･リストア,プログラムの追加･削除)

開 発 環 境

WindowsCEToolkitforVisualC＋＋5.0(日本語版あり)

WindowsCEToolkitforVisua】Basic5_0

WindowsCEToolkitforVi5Ua】+＋＋l.1

注:略語説明ほか RAM(RandomAccessMemory),VGA(VideoGraphjcsArray)*Ethernetは,米国XeroxCorp.の商品名称である｡

用することによってバックライト付きカラー掩晶ディス

プレイを搭載しながらも,約8時間の｢長時間使用+を可

能とした｡

上記以外にも,各種の周辺機器との接続が可能である｡

システム接続構成を図3に示す｡

ソフトウェア面では,Microsoft PocketInternet

Explorer※5),Microsoft Pocket Word削),Microsoft

PocketExcel※7),PocketPowerPoint※8),PocketOut-

Look封9)を搭載している｡パソコンとシリアルケーブル

で接続したり,赤外線インタフェースやLANカードの使

用によるLAN接続,あるいは電話回線からスケジュール

やアドレスなどのパソコンデータと容易にシンクロナイ

ズできる｡また,インターネットなどの通信で情報を手

軽に収集し多彩に活用できるほか,以下のようなオリジ

※3)Lotusは,米国LotusDevelopmentCorp.の登録商標

である｡

※4)cc:Mailは,米国LotusDevelopmentCorp.の商品名

称である｡

※5),6)MicrosoftInternet ExplorerおよびMicrosoft

Wordは,米国およびその他の国における米国Mト

crosoftCorp.の登録商標である｡
※7)MicrosoftExcelは,米国MicrosoftCorp.の商品名称

である｡

※8)PowerPointは,米国MicrosoftCo叩.の登録商標である｡

※9)OutLookは,米国BanyanSystems,Inc.の商品名称

である｡
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ナルソフトウェアも搭載した:(1)電子メールに添付さ

れたMicrosoftWordとMicrosoftExcelの閲覧ソフトウ

ェア｢ファイルビューア+機能,(2)英和･和英･国語の

3種の｢辞典+機能,(3)思いついたときに,ファイルを

意識せず即座にメモが取れる｢手書きメモ+機能,(4)パ

ソコンの表示画面をそのままイメージデータとして取り

込み,PERSONAで表示し,またサポートされていない

ハンドヘルドパソコン

卑
光通信

〉(訊モニタ･プロジ工クタ

固
パソコン

盈

VGA出力

データリンク

シリアル

ケーブル

プリンタ LAN

圏 団

パソコンLANカード

インターネット

電話回線

コンパクト PCメモリカード

フラッシュカード

⑳
ファクシミリ

㊨

図3 PERSONA HPW-200JCのシステム接続構成

PERSONAは,パソコンや周辺機器とのスムーズな接続をはじめ,

優れた拡張性を実現する｡
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パソコンソフトウェアのデータも表示可能とした｢パソ

コン スクリーン キャプチャ+機能｡

ソフトウェアの開発環境として,(1)MicrosoftVisual

C＋十forWindowsCE別口),(2)MicrosoftVisualBasic

for Windows CE削l),(3)Microsoft VisualJ＋＋ for

WindowsCE削2)がマイクロソフト社から提供される｡

パソコン上でソフトウェアのエミュレーションとデバ

ッグができるため,効率的なソフトウェア開発が可能で

ある｡

システム活用事例

前述のように,H/PC PERSONAはPDC(Personal

DigitalCellular)とPHS用のPIAFS(PHSInternet

Access Forum Standard)のインタフェースを内蔵して

いるので,電話機をH/PCにケーブルで接続するプごけで

通信を始めることができる｡最も身近な例がメール端末

である｡システム構成およびサーバ側の要件を図4に示

す｡CC:Mailは,ゲートウェイを介してメールサーバに接

続される｡グループメールとノーツメールは,それぞれ

RAS(Remote Access Server),ウェブサーバを介して

接続される｡

H/PCでは,電子メールにPocket Word,Pocket

Excelで作成した文書を添付して送ることはできるが,

自身がメールを引きJ†･=ノてきてその添付ファイルを見る

機能は用意されていない｡PERSONA HPW-200JCで

※10),11) Microsoft Visual C十十 およびMicrosoft

VisualBasicは,米l上1およびその他の国における米川

MicrosoftCorp.の登録商標である｡

※12)MicrosoftVisualJ＋＋は,米拭およびその他の山に

おける米国Microsoft Corp.の商標である｡

は,前述したように,WordとExcelの添付ファイルを見

ることができるように専用のピュアソフトウェアをバン

ドルしている｡

事例一業務報告システム

5.一 概 要

このシステムでは,これまで紙面上で行っていた業務

報告を電子化してイントラネット型で稼動する,数十人

程度のユーザーI占=ナのシステムとして開発し, 以‾Fのよ

うな機能を実現している｡

(1)業務報告書の新規登録

(2)報告書の凹覧(メールによる通知)

(3)回覧状況の確認

(4)過去の報告書の検索･閲覧

このシステムの利用により,ペーパレスはもちろんの

こと,職場が分散している場合でもスムーズに回覧する

ことが可能になる｡さらに,報告書をデータベースで管

理することにより,担当者の活動状況や顧客とのコンタ

クト状況を容易に把握できるようになる｡以下では,

LANを前提としたイントラネットシステムを,H/PC上

に特別なAPを開発せずにモバイルで利用するために拡

張,改善した内容について述べる｡

なお,以下では業務報告を例としているが,要はモバ

イル機器でデータの登録･参照を行うシステムである｡

このシステムの方式を利用することにより,H/PCと既

存データベースシステムとの連携が容易に可能になる｡

5.2 ネットワーク環境の検討

このシステムは,イントラネット型であるため,かな

りの量のデータが送受信されると想定される｡したがっ

て,32kビット/sの通信が可能なPHSによるPIAFS通信

メールの種類 システム構成
備考

サーバ側 ハンドヘルドパソコン

Lotuscc:Mail □公衆回線ハンドヘ岩ヾソコン
+

cc:Mai■ゲートウェイ専用ソフトウェア
サーバ

ゲートウェイ

(専用ソフトウェア)

(専用ハードウエア)

●専用ソフトウエア
(日立製作所作成)

●添付ファイル
ビューアソフトウエア

(日立製作所作成)

Groupmaxの □公衆回線ハンドヘ岩ヾソコン
+

グループメールRAS 受信トレ

サーバ

RAS

●受信トレー
(標準ソフトウエア)

●涛付ファイル
電子メール (既製品) ビューアソフトウエア

(日立製作所作成)

Lot]Sノーツメール
□公衆回線ハンドヘ岩りコン

+

ノ芯ルウェブサーバだ這器笠詰ま…三

ウェブサーバ

(既製品)

●Micros舐Pocke州emetExp‡orer

(標準ソフトウェア)

●添付ファイル
ビューアソフトウェア

(日立製作所作成)

注:セールスポイント

(1)Microsoft Word/Microsott

Excel添付ファイルのビューア

(2)メールに適した操作性(大画

面,本格キーボード)

図4 メール特化による業務用途へ

の適用事例

PERSONAは,Groupmaxの電子メール,

Lotuscc:Mail,ノーツ メールなどのメ

ール端末としてもン舌用できる｡
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(2)ASPファイルを読み込む｡

ASP

tSAPl

VBScript

llS

(1)URL受信 (4)HTML送信

】nternetExp】orer/

Netscape

SQLサーバ*

ODBC

Microsoft

賢三惣ge

コンポーネント
ADO/CDO

(3)コンポーネント実行

HTML生成

注:略語説明ほか

ADO(ActiveXDataObject),CDO(CollaborationDataObject)

lSAP川nternetSeⅣerApplicalionProgramming仙eHace〉

URL(UniversalResourceLocator),ODBC(OpenDatabaseConnectivjty)

*SQしサーバは,米国およぴその他の軋こおける米国Microso巾Corp.の商標である｡

図5 ASP処理方式

ASPとは,インタラクティブなっ工ブサーバアプリケーション

を動的に作成して実行する11S上のサーバサイド スクリプト実行

環境のことである｡

を採用した｡PHSの場合,通信できる場所が限定される

が,今回は通信速度を優先した｡また,ルータに利用ユ

ーザーの電話番号を登録し,そのユーザー以外はアクセ

スができないようにすることでセキュリティを向上して

いる｡

5.3 PIE(PocketlnternetExplorer)の利用

PIEはHTML(HypertextMarkupLanguage)バージ

ョン3.2に準拠しているが,一般に使用されているInter-

net ExplorerやNetscape削ニi)と同等の機能をサポートし

ているわけではない｡現状では,VBScriptやJava-

Script訪14)などのスクリプト,およびActiveX※15)やJava

は末サポートであるなどの問題点が残されている｡その

ため,ブラウザにできるだけ依存しないで動作するウェ

ブアプリケーションが必要であった｡ウェブアプリケー

ションの処理方式として,ASP(ActiveServerPage)を

採用している(図5参照)｡APSとは,インタラクティブ

なウェブサーバアプリケーションを動的に作成して実

行するⅠIS(InternetInformationServer)上のサーバサ

イド スクリプト実行環境のことである｡

※13)Netscapeは,米国,日本およびその他の国における米

国NetscapeCommunicationsCorp.の商標である｡

※14)JavaおよびすべてのJava関連の商標およびロゴは,

米同およびその他の国における米国Sun Microsys-

tems,Inc.の商標または登録商標である｡

※15)ActiveXは,米国およぴその他の国における米凶Mi-

crosoftCorp.の商標である｡
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5.4 回線接続時間の短縮

ユーザーが報告書を入力している間は,回線を常時接

続し続ける必要がある｡入力時間を短縮するために,入

力項目は可能なかぎり選択方式とし,同一プロジェクト

の報告には,過去の報告書からヘッダ項目内容を転記す

るなどのくふうをしている｡

また,送受信されるデータ量を軽減するために,不要

なイメージデータを減らし,テキストベースの画面に変

更している｡

おわりに

ここでは,このたび発表した｢日立ハンドヘルドPC

"PERSONAHPW-200JC''+について,その基本的なコ

ンセプト,概要,活用事例を主に述べた｡

モバイルプロフェッショナルの活躍の舞台は,国内ば

かりではなく,世界へ広がっていくと考えられる｡そこ

で求められるユーザーニーズもさまざまに発展し,その

用途,形態も進化を遂げていかなければならないものと

思われる｡今後,｢モバイル+をキーワードに,常に使い

勝手を重視し,世界標準を念頭に置いて,機能,性能の

向__Lを図っていく考えである｡
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